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国 際 会 長 (ＩＰ)  Edward Ong (シンガポール) 

“Faith, Love, Action”「信念、愛、行動」 

会 長  齋藤 宙也    アジア太平洋地域会長（ＡＰ） 田上 正（熊本むさし）        監 事    松島 美一 

副会長  古田 和彦          “Act now with faith and love!”                             ブリテン   秋元 美晴 

書 記  古賀 健一郎        「信念と愛を持って行動しよう！」                        担当主事  菅原 歩 

会 計  大髙 治        東日本区理事（ＲＤ）山下 真 (十勝)  

直前会長 古田 和彦          「ワイズらしさの再発見」 

                             “Rediscovering Y's Uniqueness” 

                          かながわ部長（ＤＧ）兵藤 芳朗（鎌倉） 

「共に歩み 交流を深め 部の「絆」を強めよう」 

                    横浜クラブ会長 (ＣＰ)  齋藤 宙也 

「信念と愛をもって行動しよう！」                                     

 

 

大相撲初場所に想う 

古田 和彦 

今回はスポーツ、大相撲を取り上げま

す。大相撲は年6場所開催、そのうち、

１、3、5月は東京の両国国技館、3月は

大阪、7月は名古屋、11月は博多です。

2026年の最初の取り組みは1月11日か

ら25日までの15日間でした。私は、妻

とともに、できる限り取り組みを見てい

ます。相撲のだいご味は勝負が早いこと

ですが、微妙な判定には「物言い」というルールがあって、

行事の判定を見直し、場合によっては「取り直し」があるこ 

ともよいことだと思います。また、最大の面白さは、ほかの

格闘技と異なり、体重による階級がないことです。 

1月場所(初場所)の幕内力士42人のデータを体重で比較し

てみます。体重が一番重い力士は熱海富士（あたみふじ）で

195キロ、一番軽い力士は緑富士（みどりふじ）117キロで、

実に78キロの差があります。175キロ以上の力士が8名、165

～174キロが10名、155～164キロが8名、145～154キロが6

名、144キロ以下が10名でした。初場所では2番目に体重の

軽い122キロの藤の川（ふじのかわ）が10勝5敗と勝ち越し

ましたが、その中には、175キロの金峰山や179キロの玉鷲

（たまわし）からの勝利もあります。小さな力士が闘志満々

で大きな力士に挑む姿には判官贔屓でしょうか、どうしても

応援したくなります。 

さて、優勝したのは、新大関安青錦（あおにしき）、12勝3

敗でした。彼は、140キロですから幕内では7番目に軽い力士

です。昨年の九州場所に引き続きの優勝でした。軽量ではあ

りますが、身長でも体重でも上回る相手に下手（したて）を

深く差し込み、こらえる。決して頭を上げない相撲で、昨年3

月の入幕以来すべて11勝以上の成績です。相撲の世界は、ほ

かの競技と違い外国人に通訳がいません。にもかかわらず、

ウクライナ人の彼は、優勝インタビユーでは流ちょうな日本

語で堂々と答えていたことも好感が持てます。初場所、外国

人力士は4か国11人でした。相撲の世界には古い習わしや決

まりがあるようですが、稽古に励み、私生活も含めた精進だ

けが実力を高め、地位を獲得する唯一の方法であってほしい

ものです。 

さて、スポーツ全般に言えることですが、平和であってこ

そ心から楽しみ、没頭できるのです。 

あらためて平和の尊さを想います。 

 

＜今月の聖句＞ 

                     押川 幸男 

 

人生の年月は七十年程のものです。健やかな人が八十年 

を数えても得るところは労苦と災いにすぎません。 

瞬く間に時は過ぎ、わたしたちは飛び去ります。 

御怒りの力を誰が知りえましょうか。あなたを畏れ敬う

につれてあなたの憤りをも知ることでしょう。 

生涯の日を正しく数えるように教えてください。 

知恵ある心を得ることができますように。 

                

(詩編90編10～12節） 
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＜２０２６年１月例会実績＞ 

在籍者 出席者 出席率 B F 

11名 

 

メン     8名 

メネット  ０名 

コメット  0名 

ビジター 0名 

ゲスト   0名 

合計    8名 

73％ 

 

前月修正 

出席率 ％ 

今月分 

切手    0 g 

現金     0円 

年度累計 

切手    0 g 

現金    0円 

＜２月の行事＞ 

TOF EF HTW 

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

11 水 
10：00～

12：30 
第一例会兼会員大会 とつかY 

 25 土 11：00 第二例会 Zoom 

 

第一例会報告 

大高 治 

日時 : 2026年1月17日（土）18時～20時 

会場 :横浜中華街 廣東飯店 

出席者:46名 横浜クラブ6名（秋元、大髙、古賀、齋藤、 

田口、古田）、YMCA7名（内佐竹、菅原含む）、鎌倉クラブ6

名、厚木クラブ4名、金沢八景4名、横浜つづき3名、横浜

つるみ9名（内、ゲスト2名含む）、大和クリエイティブ１

名、東京武蔵野多摩１名、東京多摩スマイル2名、東京町田

コスモス2名、十勝:山下東日本区理事。 

司会 ：鎌倉クラブの板崎淑子ワイズの名司会により終始和気

あいあい、新年を寿ぐ交流会は予定の次第に沿って終始スム

ーズに進行しました。 

１． あいさつ：佐竹 博（横浜YMCA総主事）山下理事の出席

に感謝し、それぞれのクラブとYMCAの交流が進み、昨年

の働きとその特徴を話された。 

２． ビジター、ゲストの紹介：小崎侑里子・後藤美紀さん 

３． 山田理事は京都パレスワイズメンズクラブなどの活動で

ラオスにYMCAホテル経営学部が設立されようとしている

旨、報告された。 

４．食前感謝祈祷・乾杯：かながわ部鈴木 茂監事 

① 各クラブ全員で良いクラブにするよう盛り立てた

い。 

② 奉仕の力は交流の場から生まれる。 

③ かながわ部のバナーが紹介された。 

５．会食：各テーブル共に話に花が咲いておりました。 

６．かながわ部次期役員紹介 

  次期部長：佐藤節子（厚木クラブ）、次次期部長：古賀健 

一郎（横浜クラブ） 

７．PRタイム：各クラブから報告された。 

８．閉会のことば ；佐藤節子かながわ部次期部長 

    「・・・今年は午年、うまく行きます」と。 

  

 

新しいバナーと共に 

  

 

        横浜クラブの面  々               

 

     品良く上手く午年を！ 

 

かながわ部第2回評議会報告 

古賀 健一郎 
日時 ：2026年1月17日（土）15：00～17：05  

会場 ：横浜中央YMCA6階606号室  

出席者：16名 委任状：5名 うち、横浜クラブ 会場：（大

髙、古賀、齋藤、古田）板崎淑子部書記の司会で定刻に開

始。  

兵藤芳朗部長の開会点鐘、一同でワイズソングを歌い、ワイ

ズの信条を唱和、森山真治担当主事が「テサロニケの信徒への

手紙Ⅱ第2章17節」（横浜YMCA2025年度基本聖句）を朗読し、

開会祈祷を行った。兵藤部長の挨拶ののち、上記の出席状況が

報告され、この評議会は成立した。兵藤芳朗部長が議長として

議事に入った。 

【第１号議案 次々期部長(2027-2028年度)候補者選任の件】 

兵藤芳朗部長より、12月2日に次々期部長選任委員会が行わ

れ横浜クラブの古賀健一郎氏を候補者に決定したので、古賀健
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一郎氏を次々期部長候補者に選任したいとの提案があった。決

を採ったところ満場一致で承認された。 

【第2号議案 2026-27年度部役員及び各クラブ会長について】  

提案者の佐藤節子次期部長が同時間に行われた「神奈川県ス

ポーツ功労者表彰式」に出席のため兵藤芳朗部長より別紙提案

書の通り説明があった。なお、金沢八景、横浜つづき両クラブ

は１月末の例会において決定する予定である。以上の説明の

後、決を採ったところ満場一致で承認された。  

＜次期部役員＞ 

部 長      佐藤 節子（厚木）  

次期部長   古賀 健一郎（横浜）  

直前部長   兵藤 芳朗（鎌倉）  

地域・Yサ事業主査  久保 勝昭（横浜つるみ）  

会員増強事業主査   黒川 勝（金沢八景）  

国際・交流事業主査 今城 高之（横浜つづき）  

ユース事業主査     若木 一美（鎌倉）  

部書記      坂口 直樹（横浜つづき）  

部会計      古田 和彦（横浜） 

監 事    鈴木 茂（横浜つづき) 

メネット連絡員  佐藤 節子（厚木） 

＜各クラブ会長＞  

横 浜 古賀 健一郎    

鎌 倉 池田 光司  

厚 木 徳澤 洋子  

金沢八景 未定  

横浜つづき 今城 高之（予定）  

横浜つるみ 久保 勝昭  

大和クリエイティブYサービス 小松 仲史 

【第３号議案 その他】 

兵藤芳朗部長より、5月15日（金）～16日（土）開催予定の

「かながわ部富士山例会」について報告があった。27人乗りバ

スの利用を検討しているが、バス代が昨年より1～2割上昇して

おり、昨年以上の参加者確保が課題となっている。内容として

記念植樹を予定しているが、獣害対策や施工面から業者依頼が

必要との助言があった。 

参加者数確保や移動手段について意見交換が行われ、昨年は

参加費不足分を横浜つづきクラブが負担したこと、集合場所が

関内のみでは参加しづらい地域があること、プロのドライバー

確保の可能性などが指摘された。また、植樹については管理面

の課題から代替案（物品寄贈等）も検討すべきとの意見が出さ

れた。これらを受け、兵藤部長より条件を整理のうえ、内容を

再検討し改めて提案したいとの表明があり、一同了承した。 

 

【報告・連絡】 

１） 部長報告（兵藤芳朗部長） 

・かまくらクラブ以外公式訪問を終了した。 

・8/1～3 エイズ文化フォーラムに出席 同日程で開催されたア

ジア・太平洋地域大会は欠席 

・9/5～7 ユースボランティアリーダーズ・フォーラムに出 

席 

・10/18 第28回チャリティーランに出席 

・11/15 伊東クラブ50周年に出席 

・11/22 かながわ部部大会開催 
２）事業主査報告 

〇地域奉仕・Yサ（若木事業主査） 

各クラブが地域課題や青少年分野で行っている、または今後

予定している活動について、YMCA担当職員等と確認のうえ、2

月末までに主査へ報告することとなった。 

〇会員増強（小松事業主査） 

各クラブ担当者との意見交換の場を2～3月に設けたい。今年

度は大和2名、つるみ2名の入会がある。 

〇国際・交流（今城事業主査） 

区国際交流やユースの「インド体験・交流プログラム」を推

進中。IBC・DBCの件、希望のあるクラブは申し出てほしい。各

種献金について、区への納入締切が2月15日になっている。各

クラブでできるだけ協力をお願いしたい。 

〇ユース（古賀事業主査） 

9月のユースボランティアリーダーズ・フォーラムは盛会と

なり、交流が継続している。3月に横浜中央YMCAでのジョイン

トプログラム実施を検討中。 

３）各クラブ会長報告 

・横浜は中央YMCAプログラム見学会を実施。 

・鎌倉は「鎌倉歴史散歩」を開催し、4月にJAL整備工場見学 

を計画中。 

・厚木はクリスマス会を実施し、2月卓話に日本YMCA同盟総主

事を予定。 

・金沢八景はバザーを献金のみで実施、今後の卓話予定等を 

報告。 

・横浜つづきはYou＆Iコンサートに約300名を動員。今年は 

10月24日都築公会堂 

・横浜つるみは「歌声ひろば」を実施し、新入会員2名を迎 

える予定。 

・大和は民謡の会や不登校支援への取り組み、各種行事協力を

進めている。 

４）YMCA報告 

12月のクリスマス礼拝には199名が参加。国際地域協力募金

は目標800万円に対し635万円まできている。2月7「Amazon Ｙ

ＭＣＡテックカレッジ」、2月11日の「会員大会 ピースフォー

ラム」の参加者を募集している。 

【監事講評（鈴木茂監事）】 

本日も活発な議論ができた。かながわ部としてクラブ間の連

携を強めていくために合同行事にはできるだけ出席していただ

きたい。 

【閉会点鐘（兵藤芳朗部長）】 

兵藤部長の閉会点鍾をもって会を終了した。 

近 況 

松島 美一 

（91歳のご高齢のため、古賀健一郎ワイズが電話で近況をお

聞きしました。その内容を掲載します。） 

薬学の研究者として大学で長く教鞭をとられ、横浜YMCAで

は常議員会の議長、横浜クラブではクラブ会長として、精力

的に活躍されてこられた松島さん。しかし数年前、介護され
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ていた奥様に先立たれ、少し気弱になられた時期もあったそ

うです。 
横浜クラブの例会では、なかなかお目にかかる機会が減っ

てしまったことは大変残念ですが、電話の向こう側から伝わ

ってくる松島さんのお声は、お元気そうに思われました。 

「体調は悪くないのですが、最近はあまり外出していませ

ん。娘と一緒に暮らしています。」そこで敬虔なクリスチャ

ンである松島さんに、「教会には行かれていますか」とお尋

ねすると、「教会だけは毎週通っています。家の近くのバス

停から教会まで通っています」とのことでした。 

現在は大変静かな日々を過ごされている松島さんですが、

常に神様に温かく見守られ、主と共にある充実した日々を送

っておられることに、ある種の感動を覚えました。 

「ワイズ・YMCAの皆様にどうぞよろしく」とのお言葉をお預

かりし、松島さんが今年も健やかな日々を送られますよう祈

りつつ、会話を終えました。 

 

第二例会報告 

                    秋元 美晴 

日時：１月17日（木）19：30ごろ 

場所：廣東飯店 

出席者：秋元、大髙、古賀、齋藤、菅原、古田  

協議・確認・検討事項  

1． 行事予定  

・資料により4月までの予定が示され、了承した。  

2．協議・報告事項  

1）例会計画の件  

・2月 2/11（水・休）10：00-12：30 於：とつかＹ  

横浜ＹＭＣＡ会員大会ピースフォーラムを第一例会とする。

会場参加、あるいは、Zooｍ参加とし、各自申し込むこと。  

2)ヘルマンハープチャリティーコンサートの件 

・2月14日(土)16:15開演 於：鎌倉婦人子供会館 古田ワ 

イズに申し込むこと。 

3）ユースサポートファンドの件 

・締め切りが4/30なので、2月か3月の例会で考えることに 

なった。 

4）ブリテンの件 

・2月号「近況報告」の松島ワイズへの執筆依頼は、古賀ワイ 

ズが担当することとなった。 

・3月号「今月の一言」はつづきクラブの鈴木茂氏に執筆を依  

 頼し、承諾を得た。 

 

 

 

 

 

 

担当主事 菅原 歩 

一年で最も寒さが厳しい時期となりました。朝、吐く息が

白くなる様子や、霜が降りた地面を見ると、冬の深まりを感

じます。子どもたちは寒さに負けず、外遊びや運動を通して

元気いっぱいに過ごしています。空気が乾燥し、風邪や感染

症が流行しやすい季節でもあります。引き続き手洗い・うが

いを丁寧に行いながら、体調管理に気をつけ、暖かな春を元

気に迎えられるよう過ごしていきましょう。 

 

1月 

6日 新年礼拝 

10日・24日 YMCA専門学校 学校説明会 

24日・25日 全国YMCA アフタースクール担当者研修会 

 

2月例会プログラム 

  日時：2月11日（水・休）10：00～12：30 

  場所：とつかYMCA  

 内容：横浜YMCA会員大会ですが、横浜クラブ第1例会を

兼ねます 

例会報告 古賀ワイズ 

 

 

3月の行事予定  

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

2 火 19:00～ 第113回YMCA・Y’s 協議会 中央Y 

12 木 18：00～ 第一例会 中央Y 

25 水 11：30～ 第二例会 Zoom 

当ブリテン及び横浜ワイズメンズクラブに関するお問い合わ

せは、YMCA菅原歩にご連絡下さい。  

メール sugahara_ayumu@yokohamaymca.org 

電話    045-307-7556 

ＹＭＣＡ

だ よ り

ＹＭＣＡ

だ よ り


